
東
京
府
士
族
、
旧
楽
人

同
四
年
(
-
八
七
一
）
六
月
六
日
叙
従
九
位
。

同
六
年
(
-
八
七
三
）
五
月
十
日
兼
任
櫂
大
舎
人
。
十
月
二
日
淳
仁
天
皇
、
順
徳
院
天

皇
、
土
御
門
院
天
皇
三
帝
神
霊
御
還
遷
に
付
奉
迎
参
向
申
し
付
け
ら
れ
る
。

同
七
年
(
-
八
七
四
）
―
――月
九
日
順
徳
院
天
皇
奉
迎
参
向
被
免
。
五
月
十
七
日
免
兼

官
。
十
二
月
十
四
日
欧
洲
楽
偲
習
申
し
付
け
ら
れ
る
。

同
八
年
(
-
八
七
五
）
四
月
十
三
日
除
服
出
仕
。
四
月
八
日
任
櫂
中
伶
人
。

同
十
年
(
-
八
七
七
）
＋

一
月
一
日
任
四
等
伶
人
。

同
十
一
年
(
-
八
七
八
）
七
月
二
日
佛
国
博
莞
會
出
品
楽
器
整
理
方
一
層
勉
勘
に
付
賞

典
金
賜
ら
れ
る
。

同
十
二
年
(
-
八
七
九
）
九
月
二
十
三
日
神
宮
神
帯
祭
に
付
奏
迎
参
向
申
し
付
け
ら
れ

る。

同
十
五
年
(
-
八
八
二
）
十
月
四
日
任
三
等
伶
人
。

同
十
七
年
(
-
八
八
四
）
十
月
二
十
九
日
祖
先
来
楽
道
従
事
段
奇
特
被
恩
召
一
家
為
保

護
毎
年
金
円
被
下
。
十
一
月
十
四
日
任
雅
楽
師
。

同
十
八
年
(
-
八
八
五
）
四
月
二
日
文
部
省
御
用
掛
兼
勤
被
申
付
、
但
為
手
嘗
一
ヶ
月

金
七
円
五
拾
錢
。
同
日
音
楽
取
調
所
詰
申
し
付
け
ら
れ
る
。

十
月
十
三
日
文
部
省
御

用
掛
を
解
か
れ
る
。

以
後
楽
部
伶
人
と
し
て
専
任
。
大
正
三
年
(
-
九
一
四
）
七
月
二
十
日
宮
内
官
分

限
令
第
六
條
第
一
項
第
四
号
に
よ
り
休
職
を
命
ぜ
ら
れ
、
大
正
五
年
(
-
九
一
六
）

四
月
二
十
九
日
没
す
。

多
忠
孝

（
お
お
の
た
だ
た
か
）

嘉
永
二
年
(
-
八
四
九
）
三
月
十
一
日
生
。

明
治
四
年
(
-
八
七
一
）
二
月
十
三
日
伶
員
申
し
付
け
ら
れ
る
。

同
七
年
(
-
八
七
四
）
六
月
二
十
八
日
中
等
伶
員
申
し
付
け
ら
れ
る
。

同
八
年
(
-
八
七
五
）
四
月
八
日
任
櫂
少
伶
人
。

同
十
年
(
-
八
七
七
）
十
月
三
十
一
日
二
等
伶
員
申
し
付
け
ら
れ
る
。

同
十
一
年
(
-
八
七
八
）
三
月
四
日
紳
武
天
皇
御
例
祭
に
付
山
陵
参
向
申
し
付
け
ら
れ

る
。
八
月
二
十
九
日
任
六
等
伶
人
。

同
十
三
年
(
-
八
八

0
)
十
二
月
二
十
三
日
任
五
等
伶
人
。

同
十
七
年
(
-
八
八
四
）
＋
月
二
十
九
日
祖
先
以
来
連
綿
楽
道
に
従
事
に
付
一
家
保
護

の
為
め
毎
年
金
八
拾
五
円
下
賜
旨
辞
令
を
蒙
る
。
十
一
月
十
四
日
任
雅
楽
手
。
同
日

十
五
等
相
嘗
年
俸
金
百
四
十
四
円
支
給
。

同
十
八
年
(
-
八
八
五
）
一
月
十
七
日
孝
明
天
皇
御
陵
祭
参
向
申
し
付
け
ら
れ
る
。
四

月
二
日
文
部
省
御
用
掛
兼
勤
申
し
付
け
ら
れ
る
、
但
為
手
富

一
ヶ
月
金

七

円

五

拾

錢。

同
日
音
楽
取
調
掛
詰
申
し
付
け
ら
れ
る
。

同
年
六
月
に
は
文
部
省
御
用
掛
兼
務
が
解
か
れ
、
東
京
女
子
師
範
学
校
御
用
掛
兼

務
を
命
ぜ
ら
れ
て
ピ
ア
ノ
と
唱
歌
の
授
業
を
行
っ
た
。

十
九
年
(
-
八
八
六
）
一
月

同
校
と
の
兼
務
も
解
か
れ
楽
部
専
任
と
な
っ
て
、
大
正
十
年
(
-
九
ニ
―
)
依
願
退

職
し
た
。
忠
廉
の
弟
。
大
正
十
四
年
(
-
九
二
五
）
十
月
二
十
日
没
。

以
上
の
音
楽
取
調
掛
員
の
ほ
か
、
同
掛
を
支
え
た
若
い
助
教
た
ち
も
忘
れ
る
こ
と

は
で
き
な
い
。
ま
ず
、
明
治
十
三
年
十
月
に
入
学
し
た
第
一
回
の
伝
習
生
の
中
か
ら

は
中
村
専
、
加
藤
貞
、
鳥
居
枕
、
藤
川
さ
ゐ
、
林
蝶
ら
が
助
手
と
な
っ
た
。
中
村
専

は
英
語
と
第
を
教
え
、
鳥
居
沈
は
明
治
十
五
年
三
月
か
ら
助
教
と
な
り
唱
歌
を
受
け

持
っ
た
。
の
ち
に
東
京
音
楽
学
校
教
授
と
な
る
。
加
藤
貞
、
藤
川
さ
ゐ
も
唱
歌
を
、

林
蝶
は
胡
弓
を
受
け
持
っ
た
。
十
八
年
七
月
に
全
科
卒
業
の
幸
田
延
、
遠
山
甲
子
、

市
川
道
の
三
名
と
、
十
七
年
十
二
月
入
学
の
加
藤
精

一
郎
ら
も
卒
業
と
同
時
に
助
教

と
な
り
、
ピ
ア
ノ
お
よ
び
唱
歌
の
授
業
を
担
当
し
た
。
遠
山
は
鳥
居
沈
に
つ
づ
い
て

明
治
二
十

一
年
か
ら
東
京
音
楽
学
校
に
俸
職
し
た
。
幸
田
は
の
ち
に
ア
メ
リ
カ
の
ボ

ス
ト
ン
と
ウ
ィ
ー
ン
に
留
学
し
、
明
治
二
十
八
年
帰
国
後
、
た
だ
ち
に
東
京
音
楽
学

校
教
授
と
な
っ
た
。
以
後
彼
ら
は
明
治
時
代
を
代
表
す
る
音
楽
家
と
し
て
盛
ん
な
活

動
を
展
開
す
る
の
で
あ
る
。
な
お
幸
田
延
、
鳥
居
枕
に
関
す
る
年
譜
お
よ
び
資
料
は

第
二
巻
で
扱
う
予
定
で
あ
る
。

音
楽
取
調
掛
に
あ
っ
て
重
要
な
役
割
を
果
し
た
国
語
学
者
の
稲
垣
千
頴
、
里
見

義
、
加
部
厳
夫
ら
は
智
育
、
徳
育
、
花
鳥
風
月
を
詠
じ
、
多
く
の
歌
詞
を
残
し
た
。

明
治
二
十
四
年
東
京
音
楽
学
校
出
版
の
『
中
等
唱
歌
』
に
も
多
く
用
い

ら
れ
て
い
る
。
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